
経 済 主 義 と労 働 力 の 価 値 に つ い て

(あ る零細企業 の労働協約をめ ぐつ て)

植木修治
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経済主義 経済的合理主義,あ るいは経済性 とい う一連の経済用語がある。 これ らは,大

体においてみな同 じ意味同じ内容を もつものとみてよく,経 営や企業,生 産や消費に関連 し

てしぼ しぽ用いられる経済用語である。 こXで は経済主義をもって代表とすることにする。

その意味するところは,「 最少の労働をもって最大の効果をあげる」 「最少の犠牲をもって

最大の欲望を満足せ しめる」ことと解 してよい。あるいは,「 最少の価櫨をもって最大の効

果をあげ る」 といxか えても差支えないであろ う。経済主義(Economicprぬciple)を こ

のように理解するなら,そ れは,イ デオロギーや経済体制の如何をこえて,あ らゆる時代の

経営や経済政策に適用 しうる経済行為の基本原則であるといえよう。基本原則であるか ら,

国民経済の立場に立っても,私 経済の側か らみ るも,こ の原則は,充 分に生か されなけれは

ならないし,と くに私経済的1こは,こ の基本原則に徹することが,経 営者 としての最大の経

営要件であ り,経 営の成否に直接つながる重大な要因であるともいえよう。経済主義は,一

言にしていえぽ,最 少の価値をもって,最 大の効果をあげることであるから,そ れは,す べ

ての生産要素を有効適切 且合理的に使 うことであ り,す べて価値あるものは,そ の価値を最

大限に発揮させること,一 片の価値な りとも無駄にせず,徹 眠的に使いつくす ことである。

それゆえ,す べての商品は,そ れが生産手段であろうと,労 働力であろ うと,こ の精神のも

とに使用されることは当然である。

ところで,過 去の労働の結晶である生産手段の使用は,そ の労働が 「死んだ労働」である

ために,そ の使用は,比 較的簡単であ りまた容易であるが,労 働力とい う商品は,「 生きた

労働」をその内容とするがゆえに,そ れを無駄なく使 うとい うことは,非 常に計画と工夫を

必要 とし,且 骨の折れることである。使用方法いかんによっては,そ の価値の発揮には大き

な違いがあらわれる。そこで,労 働力とい う商品の使用方法をめ ぐって,有 名な剰余価値生

産の理論が展開されるのであるが,絶 対的剰余価値の生産にせよ,相 対的剰余価値の生産に

せ よ,経 済主義の立場か らみれば,そ れは,経 済の基本原則にそ うて行なわれる当然の行為

で,そ こには,い ささかの矛盾 も背理 もない。 したがって,資 本主義的な賃金方式 も労働時

闘の形態 も,剰 余価値生産の公式をたどることは,む しろ,そ れが近代化の過程をたどるこ

とであるともいえよう。最近,急 速な経済成長 とともに,賃 金形態もいちじるしく近代化の

傾向をみせているが,そ れは,あ くまで労鋤力とい う商品の使用方法が,近 代化というヴエ

ールに覆われてあ らわれているのであって,中 身は,労 働力とい う商品のもつ価値の徹底的

使用,最 少の価値を もって最大の効果をあげるとい う経済主義がつらぬかれていることにか

わ りはない。そこで,今 日この経済主義が,労 働力とい う商品の価値を最大に発揮するため

に,労 働者をどのように使役しているかを,あ る零細なハイヤー業の勤務体系 と賃金協定を

通 して考察 し,そ こに資本の労働力対策の精神を見出そ うとしたのが本稿のね らいである。
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　事例としてハイヤー業をえらんだのは，たまたまある機会に，資料の一部が得られ，しか

も追求調査の便が比較的得やすかったことにもよるが，しかし基本的には，つぎのような理

由による。それは，第1に，ハイヤ・・一業は典型的な小企業乃至零細企業であり，だれからの，

援助指導もうけず，しかも極端な過当競争が激しく行なわれている。たとえぽ，長野県のハイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ヤー業者は121社，従業員3298人，車台数2226台（42．3．3t硯在）であるから，1社平均，

従業員は27人，車台数18台強。また資本金は，電鉄やパス営業者が兼営するものを除外すれ

ぽ，大体200万円から500万円程度の規模である。これらの企業は，もちろん独占企業ではな

く，親企業ももたなけれぽ下請企業ももたない。さらに，日々の売上げがその日に計算さ

れ，その日そのElが勝負というはげしい自由競争の社会である。第2に，運転者は，かれ

らの運転技術としての労働力を売るという意識が強く，したがって，労働力の販売が，ほぼ

典型的な形であらわれている代表的産業である。したがって，この職場では，職場移動がか

なり流動化しており，平均勤務年数が2年乃至3年のものが圧到的に多い。労働力の流動化

は，最近産業界の傾向であり，資本主義のうみ出す必然性でもあるが，タクシー業界は，そ

の先端をゆくといってよいであろう。東京都では，いわゆるフリーランサーとして，2つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの紹介所によって日々勤務先をかえる］．1ヨ雇用の運転者が2，000人いるという。地方℃も，

一般にハイヤー業界では，会社に忠勤をつくすとか，年効序列型の勤務体系はほとんどみら

れない。第3に，資本主義社会における労働者とは，いわゆる生産的労働者であり，それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らう
は，鉱，工，建，運輸労働者によって代表されるが，その1．卜1でも，ハイヤー業の場合は，労

働力の使用をめぐって経済主義が容易に行われやすく，かつ運転者の労働条件がもっとも劣

悪な状態にあると思われる。

　以上の理由から，ハイヤー業の労働条件をとりあげて，商品としての労働力がどのように

使用されているか，すなわち，タクシー業界において，経済主義がどのように積極的につら

ぬかれているかを，2っのタクシー業の労働協約，就中，勤務体系と賃金協定によって調査

したのである。
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　以下に，長野県の地方都市の典型的零細企業である二つのハイヤー業K会社とH会社の労

働協約のうち，勤務体系と賃金協定に関する部分を抜粋してしめす。この二つの企業の労勧

協約は，極めて類似的な形式をとっている。これは，どちらかがどちらかを参層目したか，

あるいは偶然の一致かはわからないが，いつれにしても，このような形式のものを，ことさ

らにえらんで引例したものではもちろんないuいろいろの機関を通して，手びろく資料を求

めたのであるが，結局入手できたのはこの二種であった。労働条件は全く相似し，ともに可

なり苛酷であるが，これは偶然の一致というより，むしろ，このような内容と傾向は，この

種業界の特殊性からみて自然必然酌なるものと想定してよいであろう。

　第1例K会社の場合
　　　　　　　　　　　　　　1乗務員交番勤務について

　1．　従来の交番勤務に各々残業を指定し，定時勤務指定残業，休憩時間を含めて所定時

間とする。　（別紙勤務表による）

　2．早出前日の実勤務が夜半（24時以降）に至った時は，事故防．i11の為，早出勤務を普通

勤務に繰り変えるものとする。亦長距離運転の為翌日早出が不可能とみられるときも，之
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に準ずる。

　3．　公休出勤は行なわない。但し，応援当直予約，長距陵「運行等の場合はこの限りでな

い。

　4．　年末年始，お盆其の他季節的多忙期，叉は予約の量等を勘案し，業務の円滑を図る

為，交番勤務の一部又は期問を限って変更することができる。

　5．　以上の交番勤務に関する協定は，計画的に稼動し，休養し、以て会社の業務成績を向

上し，互人の生活を安定せしむる為行なうものであるから，労使双方積極的にこの交番勤務

を実行し，その実があがるよう努力しなければならない。

　　　　　　　　　　　　ll乗務員の賃金体形について

　1．　賃金体系の構成を時間給努力手当，皆勤手当，無事故手当，勤続手当，家族手当と

し，基準外賃金は労基法による。

　2．　賃金計算期間は，毎月2：1日にはじまり，翌月20E；に締切り，支払をA末とする。
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　3．時間給は，実働1時間当り55円とする。

　4．　努力手当は，毎賃金支払の期間中の乗務員個人売上げ実績に対し，別表の基準により

支給される。　（別表　努力手当支給基準表）

　5．皆，精勤手当の支給基準を次の通りとする。

　　（1）所定時習を満足する勤務を行なったものに対し，2，　OOO円を支給する。

　　（2）欠勤1EIにつき，800円を減ずる。

　　（3）定時勤務の遅刻，早退，外出の合計時間1時間毎に100円を減ずる。

　　（4）指定残業勤務内の遅刻，早退，外出の合計1時聞毎に50円を減ずる。

　　（5）減額の合計は2，000円を超えない。

　　⑥　所定時間内の遅刻，早退，外出の合帯1寺間81i寺間毎に欠勤1日と見倣す。

　6．　無事故手当は，期間内責任事故のJl！しかった者に2，000円を支給する。

　7．　勤続手当は，入社時より起算し，満⊥年毎に，実働1時間毎につき2円を支給する。

　8．　家族手当は，妻及び未成年の子女（在学中の子女を含む）1人につき500円を支給す

る。

　9．　以上の諸手当のうち，皆，精勤手当，無事故手当，勤続手当，家族手当は20日以上勤

務したものに限り支給する。

　以上協定する。

　　　昭和40年6月　　日

別表　努力手当支給基準表

努力手当支給基準表

売り上げ金

〃　
1
1

　
　
1
1

　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
〃

10万円未満

10万円に対し

10万円～12万円まで

12万円～14万円まで

14万円～16万円まで

16万円～18万円まで

18万円以上の場合は

を加算：三支給する

　　0
4000円

10万円を超える額の　6％

12万円　　　’ノ　　　8％

14万円　　　〃　　　］O％

16万円　　　rt　　　12％

18万円　　　”　　　14％

　以上が，Kハイヤー企業の労使間において，団体交渉によって締結された労働協約のうち

勤務体系並びに賃金協定の全図であるが，この協定に基づいて，所定時闘を完全に勤務した

場合，どのような賃金計算になるかを，労使の団交の席一しで，会社側は次のごとく説明す

る。

　　乗務員賃金計算例
　所定時間を完全に勤務した場合

　　所定時閥　　　200時闘

　　残　　業　　　80時間

うち　深　　夜　　　50時間

　　総労働時聞　　280時間
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この方式により，

くである。
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時間給及び諸手当の計算

　時　間　給　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S5【二彗

　無事故手当　　　　　　2，000円÷200時＝10円

　皆，精勤手当　　　　　2，000円÷200時：＝　10円

　勤続手当（満1年以上）　　　　　　　　2円

　ユ時間の単価　　　　　　　　　　　　　77円

　定tl寺勤務糸合　　　　　　　　771uヨ×2001｝寺冒ぎ1＝15，4001］ヨ

　残業手当　　　77円×80時問×1．25＝7，　700円

　深夜手当　　　77円×50時間×0．25＝　936円

　Aの小計　　　　　　　　　　　　24，063円

努ヵ手当の計算

　努力給（努力手当支給基準による）＝・（A）

Aの残業手当努嬬…当…時・・25一（B）

Aの深癬当餐猫当…時・・．25一（・）

　努力手当の計算（A）＋（B）＋（C）＝B

家族手当を3人として　　　　　］，500円＝＝C

　賃金の合計　（Aの小計）＋（Bの小計）＋C

　　　　　運転者の売上高に応じて賃金計算したものを一覧表に示せば下表のごと

Bの具体的計算法及加算給比率
所定時間勤務した場合（勤続1年家族3人）

防
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砺
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堕
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1
1
．
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1
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1
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L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

1売酬努；姻努・召・締⊆ぎ・給迦小｝［Aの州・の小計t齋計

ti，OOO円

tl，　600

5，200

6，　OOO

6，800

7，　800

8，　800

10，000

11，200

12，600

14，000

　286円

　328

　37／L

　tS．28

　485

　557

　628

　714

　800

　900

1．　000

179円

205

232

268

303

348

3｛　3

446

500

566

62Jr

4，465円

5，133

Jr C　803

6，　696

7，　588

8，　705

9，　821．

11，160

12，　rooo

14，　066

！5，625

24，　0631－j

　tt

　rt

　tt

　tt

　tl

　rr
　l／

　tl

　rt

　rt

日FOO51 30，028円

30，　696

31，　366

32，259

33，151

34，　268

35，　384

36，723

38，　063

39，　629

41，］88

　　　　　　　　　注　　努力給（A）　売り、Eげ額に対する基準支給額

　　　　　　　　　　　　努力給（B）指定残業時闇に対するi支給額

　　　　　　　　　　　　努力給（C）　深夜勤務時間に対する支給額

　第2例として，H会社の協約内容をあげる。　H会社はN甫にある資本金150万，従業員

29人，保有車台数18台の零細業者である。この場合も，労働協約であるから，労使問の正式

の団体交渉によって締結された協約であるのはもちろんである。この協約は，さきにもふ
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れたごとく，前者K会社の協約にいちじるしく類似しているが，いちだんと厳しい条件にあ

るので，金文を示すとつぎのごとくである。

　第2例　H会社の場合

　　　　　　　　　　　　　　1乗務員交番勤務について

　1．　従来の交番勤務に各々残業を指定し，定時勤務，指定残業，休憩時間を含めて所定時

間とする。（別紙交番勤務表参照）

　2．　公休出勤は原則として認めない，但し，応援当直予約，長距離運行の場合はこの限り

でない。

　3．年末，年始，お盆，その他季節的多忙期，又は予約の量産を勘案し，業務の円滑化を

図るため，交番勤務の一部又は期間を限って変要することができる。

　4．　以上の交番勤務に関する協定は，計画的に稼動し，休憩し，もって会社の業務を向上

し，三人の生活を安定せしめるために行うものであるから，労使双方積極的にこの交番勤務

を実行し，その実があがるよう努力しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　皿賃金体系に．ついて

　1．　賃金体系の構成を時好給，出来高給，皆勤手当，月ぎめ給勤続給，職務給役付手

当，家族手当，通勤手当とし，基準外賃金は労基法による。

2
3
」
4
r
D
ρ
07
8
G
げ
0

　
　
　
1

賃金の計算期間は，毎月1日にはじまり，月末綿切り，支払は翌月5日支払とする。

時間給は実働1時間当り75円とする。

月ぎめ給　初任給　ユ。「，　OOO円とする。満1ケ年増すごとに，500円以上昇給する。

職務給，役付手当　1，　OOO円以上とする。

皆勤手当　1，000円とする。

勤続給満1ケ年増すごとに，実働1時間当り2円とする。

家族手当　妻600円，子200，200，100円までとする。

通勤手当　最短距離2伽以上　500凹とする。

出来高給　出来高給は毎賃金支払い期閲中乗務員個人売一L実績に対し，次の基準によ

り支給する。

　　　　　　　　　　　　売上額
　　　　　　　　　　　50，　OOO　lll，j　tv　70，　OOO　Ftj

　　　　　　　　　　　70，000［iiil　N　100，000［］Zj

　　　　　　　　　　100，00つFヨ　t一　］L30，0001］ヨ

　　　　　　　　　　130，000円～150，000円

　　　　　　　　　　］50，000円　以＿i：

　　以上を加算支給する。

11，　皆勤手当の支給基準を次の通りとする。

　（1）

　（2）

は皆勤と認める。

　（3）勤続給は満10年を限度とする。

出来高給

　500円

1，000円

1，　OOO円

2，000円

2，500円

所定時間を満足する勤務を行なったものに対して支給する。

所定時間勤務内に於て，遅刻，早退（賃金計算期間）に対して30分以内2回内まで
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　　　　　　　　　　交　番　勤　務　表

　　　　　　　所定時間一定時勤務十指定残業

日量　　　0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　1112　13　14　15　16　17　18　192021222324

1公休

2早出

3普通

4夜勤

5早出

6普通

1ト深夜

撃
撃
戟
D

定時7．00．一一17．00⑲ 指定17．00…24，00｛7）　　　　　　　「

「
｛
1

定時10，00…20，00⑯

　　　1
w定　1
Q0．00．．．．24．OO㈲　　　「

一
「
I
I
l
I
I
1
1

定時9．00一．19．00〔ゆ
指定　　l

P9、OO－24．00覧5｝

1
「

　　　　　　　　　　　　　　　　ρ旨定
闔桙P0、00－20．00〔謝　　　　　　　120・oo

@　　　　　　　　　　　　　　　l
一． Q4．001引

定時間数　指定時間数　深夜時間数　総労働時間数

6日1週

1ケ月

40．00時間

Q00．00時間 100，00時間

20・00時間 P13・00時間

@　　　　　65．00時間

60．00時間

R00．00時間

休憩時間表

休
出
通
夜
出
通

公
早
普
深
早
普

1
　
2
　3
　
－
4
　
5
　
6

10．　00－IL　00

］．2．　00一　13．　00

2，　OO一　4．　00

11．　00一　12．　00

11．　30　一　12．　30

13．　00一　1．4．　00

15．　00一　16．　00

14，　OO－15．　00

17．　00一　1．8．　00

’’

’’

ノ’

ノ’

　以一しがH会社の勤務体系，賃金協定の金文であるが，K会社の場合と同様，労使の団体交

渉において示された賃金計算の方法は，つぎのごとくである。
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　乗務員賃金計算例（41．ユ0，1）

所定労働時間を完全に勤務した場合

　　　　　　　　　　　定時勤務時間

　　　　　　　　　　　残業勤務時間

　　　　　　　　　うち深夜加算時間

　　　　　　　　　　　総労働時闇

A　時間給及び諸手当の計算

（1）時間給

　②　皆勤手当

　く3）勤続給（満1ケ年以一ヒ）

　　　実働定時労働時間給

　　　定時労働時間給

　　　残業労働時間給

　　探夜加算労働賃金

　A　の　合　計

B　出来高計算
　　　出来高給

　（1）総労働時間に対し

　　　　　　　　　　出来高給

200時間

100時間

65時間

300時間

　　　　　　　　　　75円

　　　　1000円÷200円　5円

　　　　　　　　　　　　2円

　　　　　　　　　　　80円

　　　80円×200時　］．6，　OOO円

80円×100時×1．25　10，　OOO円

80円×65時xO，25　1，300円

　　　　　　　　　27，　30001！／

出来高支払基準による

　　　　出来高給支給基準による

　（2）残業加算分総労働蒔周×ユ00時×0・25

（・）深夜加期影織・65時…．・・

　（！）＋（2）＋（3）＝出来高加算分

C　家族手当3人として　　　　　　　ユ，000円

別表による賃金計算

売　上　げ 1紬縞慶鱒纒魁調・・合計｛ Aの合訓　c 賃金合計

Dro，　oooP］　・一　70，　OOOH

70．000　一ylOO．　OOO

100．eOO　一v130．000
　f　vLtw　t’uvt
］．30．ooo　一一lso．　ooo

150，000以上

　　　I　f，OO円：

1，000

1，　rooo

2，　OOO　1

2，　Jr　oo

42円
8fl．

125

167

209

・・州

59

82

109

ユ36

　569円

ユ，143

1，7e7

2，　276

2，　S45

27，300円

　tt

　u
　rt

　tt

1，000円

　tr

　tt

　ti

　tt

28，　8eo9円

29，　443

30，　007

30，　576

31，　145

以上は所定拘束時間を勤務した場合と家族3名で，満：1年の時の計算表である。

　以上，2つのハイヤー会社の労働協約にあらわれた勤務体系と賃金協定を，原文のままか

xげたのであるが，こ」に付記しておかなければならないことは，この2っの企業をめぐる

地域的事情である。長野県は，昔から教育水準文化水準の高い県とされ，労働問題に対する

労使の意識水準も，地方都市としては恐らく最高にあるのではないかと思われる。就中，労

働老は権利意識に強く，労働運動も極めて活発である。とくに，K会社のあるS市は，近年

工業都市として急速に発達し，この地域の労働者意識乃至労使関係は，長野県内でも最高の

水準にあるといわれている。またK会社は，昭和⊥5年創業，昭和40年6月現在，資本金150
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万円，保有車台数43台，運転嘉名53名，同市には同業老5社あるが，乗客の60％を独占する

同市最大の業者で，地方としては可なり安定した経営内容をもつ企業である。さらにこの

2つの労働協約は，当該労組のみでなく，地区評の幹部も指導者として同席して締結された

ものであり，労働組合としては可なり強力な背景のもとで締結された労働協約である。それ

にもかXわらず，会社側が運転者使用の効果をあげようとする意図が，素朴且明細な形であ

らわれていて，しかも成功している。これは，組合側がやはり非力であることにもよるが，経

営者が経営の原則である経済主義に徹底し，いかにして経営の実効をあげんとして努力して

いるかを端的に物語るものといえよう。

3

　労働賃金と労働時間の闇題は，古来労働条件の双脚をなすといわれ，労使の紛争はすべて

この労働賃金と労働時間をめぐる紛争としてあらわれている。今日，春闘といX，年末闘

争，労働協約改訂闘争をみても，原因はすべてこXに端を発している。それは，労働者にと

っては，生活の問題であり，権利の問題であるが，経営者にとっては，経営の基本問題であ

り，経営の成敗がかけられる問題だからである。ところで，この2つの労働協約をみると，

労働力はやはり商品であり，それをいかに有効に使うかの創意と工夫があらあらしく感じら

れ，一見「職工事情」にでてくる明治中期の労働事情を錯覚させるほどである。

　交番勤務表によって，2つの会社の労働四三をみると，双方とも1週6日制，5日勤務，

］．日休養という体制をとっているが，これは，この種業界の一般酌傾向である。所定時間を

みると，定時勤務と指定残業に分けてあるが，指定残業は義務として強制されるのであるか

ら全く定時勤務と変らないとみなければならぬ。労働基準法36条の規定を適用したものであ

ろう。このようにして，K会社は1週56時，　H会社は60時間を所定労働時間として定めてい

るが，H会社の場合，この外に1週10時間の休憩時間を規定しているから，拘束時間は70時

間とみなけれぽならない。すなわち，1ケ月に延ばせば，H会社は，拘束350時闇，所定労

働300時間，K会社は，所定労働は休憩をも含めて280時間である。このことから，　K会社の

労働時間は甚だしく有利のごとくみえるが，必らずしもそうではない。K会社の場合は，別

に自主残業という規定があって，運転者はこの時間を可なり利用しており，実労働時間で

は，H会社と大きな差異はないと考えられる。このことは，次の勤務の実績表をみれば充分

肯定できでるあろう。

　この表は，新労働協約が締結される直前の40年5月6月の勤務表であるが，1ケ年平均

1人310時間乃至320時闇の勤務時間になっている。このときは，所定労働時間は235時間で

あったが，この時間をはるかに超えて勤務しなければ生活ができない賃金事情にあったので

あろう。何れにしても，以一しのことから，ハイヤー業の労働時間は月間拘束時闘320時問を

割るということは考えられない。これは驚くべき長時間労働である。すでに冒頭にもふれた

ごとく，階級約立場で労働者を規定するなら（価値を真に生産するという意味で），　それは

鉱，エ，建，運輸通信の雇用労働者であるから，それらの労働者と労働時間を比較してみる

とつぎのごとくである。
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勤　務　の　実　績　月間総員．働時1葭三1表

　　　　　　　昭和40年4月及び5月

”i 」チ

運転老氏名i日 数 三野． 残．．休

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
／
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
．
1
1
1
1
！
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5

4
0
2
5
3
7
2
5
1
0
5
4
8
1
8
5
9
7
8
1
0
4
5
4
7
6
7
8
9
5
8
7
7
6
9
7
9
5
5
3
6
8
6
1
1
9
8
6
6
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
2
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
　
1

　
’

　
　
一
ニ
ニ
ロ

4
6
6
2
5
5
5
8
5
0
7
0
8
6
9
4
0
5
0
4
3
4
6
7
9
2
0
5
8
6
8
8
8
3
8
4
4
4
3
3
8
8
8
6
3
5
8
8
8
0
0
＼
二
≧

8
5
7
8
7
0
6
9
6
0
8
8
0
0
9
9
0
0
8
6
5
8
8
8
9
9
3
0
0
1
・
9
0
0
9
0
9
0
1
9
7
0
0
0
6
6
4
0
0
0
7
8
石
4

1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
2
2
1
1
2
2
1
1
］
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2
2
1
2
1
2
1
1
1
2
2
2
1
1
1
2
2
2

90

X9

V5

O4
V1

Q9
W4
Q3

W1

U9

V8

O0

T5
S0

P9

X0

W1
O7

T1

V3

W5
O5

V1

W9
P5

T3
S2

P3

S5

T8
R0

Q6

S0

R4

R2
S1

V0

R8

Q6
Q8

Q6

U8
R6

V6

X0

O3
U1

S7

Q0

S4
T6

x
休

　
　
　
ユ
　
　
一
　
　
－
　
　
1
　

1
1
1
1
　
1
1
一
　
　
　
ユ
　
　
　
一
1
1
1
1
　
　
1
1
1
1
1
1
1
　

1
1
／
1
1
　
　
　
1
1
］
－

4
5
1
6
6
4
9
1
6
9
5
0
3
6
8
4
1
2
1
1
．
，
8
9
7
6
4
5
2
8
3
4
8
4
8
7
0
5
4
2
9
1
4
6
4
2
3
8
9
5
8
4
6

7
5
5
8
4
3
4
2
4
6
6
8
6
4
1
8
8
1
3
3
3
8
5
7
／
4
7
1
5
7
2
3
4
2
4
3
7
5
1
．
0
3
7
4
4
5
4
6
5
2
1
3

2
2
2
2
2
3
2
3
2
3
2
2
3
3
3
2
3
3
3
2
2
2
2
2
3
3
1
3
3
1
3
3
3
3
3
3
3
ユ
3
3
3
3
3
2
2
2
3
3
3
1
1

5 月

平均i2i）．6

日　．数 回　影 回＝休 計

卦　
　
h

19／1．，　1

ITg．一g” 秩f

　　　　残、，

［），10，　O

5
0
4
6
1
4
8
3
0
9
4
4
8
6
4
3
7
5
0
5
5
6

2
2
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

「
D
8
4

2
2
26
4
6
7
6
9
6
5
5
7
2
3
1
2
3
2
6
4

2
　
2
2
2
2
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8
8
6
4
6
2
つ
」

2
2
2
2
9
詣
－

96

ｦ
8
6
雛
6
8
9
。
田
蚤
。
。
聡
9
2
。
。
雛
胃
。
。
墓
9
3
併
。
。
霧
鷺
全
然
。
。
。
。
。
。
9
6
娼
。
。
認
鷺
艶
硯
％
。
。
9
。
全
。
。
。
。
9
9
器
9
6
肥

1
1
1
！
1
1
　
1
1
2
！
1
2
1
］
1
2
1
1
1
1
2
　
1
1
1
　
1
　
2
2
2
1
　
2
1
2
ー
ユ
ー
！
1
1
2
1
　
2
2
1
1
2

24

W6

V9

Q6

W0

P2

Q9

P9

W2

V3

W1

O3

T8

W5

Q0

Q3

U6

X9

U2

P1

R3

S1

x
2
7
4
6
4
8
休
0
8
1
7
3
6
1
8
2
6
7
3
4
2
9
6
5
8
6
4
8
2
3
3
1
9
0
5
3
3
2
1
㎝
⑳
休
7
3
8
9
2
7
3
0
3
8
7
8
7

1
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
1
　
1
1
1
　
　
ー
ユ
ー
　
1
1
1
　
］
　
1
1
1
一
　
　
ユ
ー
　
1
1
1
1
1
1
1
　
1
1
1
1
1

0
9
5
0
8
2
6
3
6
3
7
5
8
6
2
7
6
4
7
4
0
1

2
2
6
1
4
0
8
0
3
7
5
9
5
6
0
9
6
9
9
0
3
4

3
2
2
3
2
3
　
3
2
3
2
2
3
2
3
2
3
2
1
3
3
3

306

341

324

2
9
6
8
6
9
0
6
8
4
8
1
0
0
4
7
1
0

0
4
3
1
2
6
9
9
3
6
5
1
8
8
9
9
6
0

3
3
3
3
3
2
3
3
2
3
2
2
2
2
3
3

373
389

326

318
338

174
29

23，0　1 isr］，　6　［

124，　1． 320，　4

循葬考：∫｝乙均は1ヨ数］．9日以一ドをi／1余く 体は残業休旧出勤時間数 定日菩純ま定撰∫・rl寺間数
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労働時間の比較
（［1召不040舟三）

得業墾業．瞬岡業！金属工業1，鑛寺簡磁器、

総実働時間
所定外労働時間

　　計

194．，　7

26，　8

221．　5

204，6　1　194．1

20，1　1　26．2

224．7　i　220．3

i？；igl　1
2／7．o　1　320．　o　1　3so．　o

注：労働白書　昭和42年版

　K，H両会社の場合は拘束時間であるから，これは直ちに実働時間にはならないが，それ

にしても1日，12～13時（H会社の場合）を上廻るという勤務時澗は，今日の日本では，極

めて少い事例であろう。

　次に，深夜労働の時間をみる。H会社の場合は，交番勤務表に］．週の勤務時油蝉ミ定型とし

てきめられている。それによると深夜労働は1週13時間で，それ以上の増減はない。K会社

の場合は，定時，指定あわせて10時間，それ以外に自主的に深夜残業ができるようになっ

ている。新協定による交番勤務表によって，従来通りの310乃至32〔〕時間の勤務をするために

は，所定時間を超える30～40時問の半分を深夜労働によって果すとしても，所定勤務の10時

間を加え，少くとも25時間の深夜労働がさけられない。これは，毎口1時間の深夜労働とい

うことであり，1日13時間の拘束労働時間のうち，1時間は深夜の実働時間として考察される

べきものである。この深夜労働には，労働基準法によると，25％を’下廻らない割増賃金を支

・払わなけれぽならないが，K会社の50％に対して，　H会社の場合は法定戸立額の25％にとど

まっていることも，長時間の拘束労働の5えでのことであるから充分注目せねばならぬであ

ろう。深夜業は，企業の性質上タクシー業には必らずつきまとう。それゆえ，従業員構成の

場合当然深夜労働時間も考慮して，所有車台数に見合うように運転者を雇用することが必要

であろう。しかし，K会社の場合，所有台数43台，これに配するに運転者53名であるが，こ

のうち3名は長期欠勤5名は身辺の事情から出勤常ならず，実質的には45名であるから，当

然深夜勤務が不可避になる。要するに運転者不足なのであるが，それは偶然の結果ではな

く，計画性ある労働力使用方法であるともいえよう。なお，所定時間を満足に勤務しない場

合は，賃金カットで厳しく規制するようになっているから，所定労働時間は，強制労働とみ

てよい。このことについてつぎの賃金協定の項でふれる。

4

　運転者の賃金制度として，日給制と出来高捌を両会社とも採用しているが（H会社の月ぎ

め給は役職員のみである），これもこの種業界では通例のことである。それゆえにこそ労働力

を商品として売買する意識が労使間に強いのであろう。ところで，賃金が日給鋼であれば，

運転者の出欠勤は可なり自由に行なわれるであろう。それゆえ，経営者としては，保有台数

に見合う運転者をまず確保し，その欠勤を極力防」とするとともに，他方個々の運転者が，資

本である全車台をフルに稼動せしめうるよう，労働時間を常に延長できる体制にしておくこ

とも必要である。上記の2つの賃金体系には，この配慮が充分にうかがえる。とくにK：会社

の場合には，皆，精勤手当の支給基準が縞かくぎびしくできている。「所定時間を満足する

勤務を行なった壷に対し2，000円を支給する。欠勤1日につき800円を減じ，定時勤務内の
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遅刻，早退，外出の合計時問］．時間毎に］．00円減給。指定残業勤務内の遅刻，早退，外出の合

計1時間毎に50円減給。所定時闘内の遅刻，早退，外出の含計時間8時間毎に欠勤1日と見

倣す」　（傍線筆者）のでるから，これは，運転者にとって非常な脅威であるが，同時にまた

大きな魅力でもある。このような脅威と魅力をおりまぜて運転者を稼動へと刺激し，さらに

労働時間の延長にも自らの意思で入ってゆけるような仕組みになっている。これが繊来高給

制度の特徴でもあるが，いずれにしても，勤務の実績によれば，53名中特種事情の人を除い

て45名が，月平均1人23～25日勤務し（労働協約では25日が規定労働日数である），労働時

間数にして310～320時間，350時間を超える者が7名，最：高389時間（」、日14時間）が記録さ

れていることは，稼動対策としての経済主義の具体的なあらわれであろう。

　支払形態は出来高給制度であるが，出来高給制度は本来外部からの強制なしに，労働者自

身を強度に緊張せしめ，その生産量を標準的一定水準以一しに増大せしめる意図をもつもの

で，その際賃金単位はなるべく低いところでおさえ，稼動量にしたがって賃金を増額し，労

働者に最高に労働意欲をうえつけるような仕組みになっている。この賃金体系をみると，賃

金単位は時間給を基礎にし，稼動高によって収入を急速度i1一　．．Ll昇せしめようとする仕組にな

っているから，まさに高度の出来高給欄度である。時間給55円～75円は，どこに計算の基礎

があるのか不明であるが，恐らく］．日の労働時間を設定し，それによる単位時間の賃金を割

り出したものであろう。K：会社がこの時間紬を基礎にして所定労働時間を勤務した場合の賃

金計算を，努力給，諸手当をも加算して別表のように明示している。（43頁の計算例）この

賃金水準が，当時（40年）の一般的収入水準と見てよいであろう。というのは，当時の基本

料金は，2粁までが小型90円中型100円，1粁増すごとに20円の加算であり，12万～14万の売

上げをあげるためには，所定労働時間にさらに自主残業を2時間くらい追加せねばならぬと

いうのがK会社の運転点の一致した見解であったからである。

　さらに，K会社は旧協定と新協定の努力給比較表をつくって，つぎのごとく説明する。

漸　旧　努　力　給　比　較　表

旧制度 　1　　　新
．．．．

@．．　1　r　mtt．t

　i売上金

制　　度

売上金

　6万まで

　Cl一／8かまでの総額に対し

　8～10万　　　　tt

　10～14万までの2万に対し

　14～16万　　　　〃

　16～18又ア　　　　　　　　sr

　18～20万　　　　U

　20万を超えた分に対し

。

％
％
％
％
％
％
％

1
2
5
6
7
8
9

io万未満

10万円に対し

。

4，　ooOii，J

IOv－12万まで1e万を超える額の

／2～14万まで12万

14～16万まで14万

16～18万まで16万

ユ8万以上

ノ’

’’

’’

6％

8／Oo／

lO．O・oi

ユ2％

140％
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努力手当について（i’ヒ較）

売上げi　① ＠ ＠ Q
4．　ooo　1

，41，’66

gl一，66

、瀦
14150’6

4，　46　rJ

Jr C　80　3

7，588

9，　82」．

12，　500

15，　625

trJ　i

10万

12　tt

14　tt

16　rt

18　V

20　tE

5，000

6，000

7，000

8，　200

9，600

11，20e

5．319

6，　382

7，　446

8，　723

10，　212

11，　91tl．

①③は旧，新の努力給②④は旧，新の残業，深夜手当
を加算した額。

すなわち，新協定表によれぽ，（1）低稼動運転者を高いレベルにまであげるよう激励する。

（2）高稼動運転者の賃金収入を増し，稼動意欲を高めることになる。（3にの計画を実施すれ

ば，賃金総額の増加があっても，営業収入を高める方針である。（4＞旧協定では，所定時間以

外の残業休日出勤等による売上げは努力給の対象にならないが，新協定では努力給の対象に

なる……。　（傍線は筆者）こxでは，経営者として，労働力の価値に当面しているのである

から，それを最：大有効に使用しようとするのは当然であり，それが搾取であるかどうか，あ

るいは適正であるか否かなど考えていないのもまた当然である。

　この比較表で目立つのは，旧協定では10万円以下の売上げにも2％程度の努力給を支給し

ていたが，新協定では10万円以下には努力給を認めない。しかし，10万円を超える額には，

努力絵の割合は漸次高くなり，18～20万円の売上げに最しては異常な高い支給率になってい

る。すなわち，旧協定では，10万円と20万円の売上げに対する努力給は，319円と1］．914円

（残業，深夜手当を加算した額）であり，そのひらきe＊　6，　600円であるが，新協定では，

4，465i■1と15，625円で，そのひらきは！1，180円と大きくひらいている。努力手当の絶対額に

ついても，ユ0～14万円までの売上げ額については，新協定は旧協定より可なり低い。運転者

の常識では，10～12万円の売上げをあげるには，普通の労働強度で可能であるが，12～14万

円の売上げをあげるには，所定労働の280時間外にさらに1日2時間程度の自主残業を必要

とするとされている。もしこのことが真実だとするなら，16～18万円の売上げをあげること

は容易ならぬことであろう。それは1ケ月370時問以上の稼動者にしてよくなしうることか

も知れぬ。しかもそのような稼動者を目標として働らくようにこの表は奨励している。

　なお，つけくわえておきたいことは，残業時間給，努力給その他の加算給の合計が賃金合

計の中に占める割合である。さきにかxげたK会下の賃金舎計の算出法（Bの具体的計算法

及加算給比率表）により，これらの加算給の合計を算出し，賃金合計との比率をだしてみる

と，おXよそ45％から60％に達し，売上げ高が増大するにしたがってその比率が高くなって

いる。定時隠間給及び家族手当を一応固定給とみれば，固定給と加算給が大体相半ぼしてい

るのであるが，労働時間をみると，固定給の基盤となる定時労働は200時間で，さきに比較

の対象になった鉱，建，鉄鋼業の労働者の所定外の労働時間をも含む総労働時間とほぼ同じ

である。このことは，残業手当や加算給など労働奨励金によって，労働力を効率的に使用し

ていることを示すものであり，運転者としては，残業手当や加算給によって賃金の補充を

し，それによって生活を維持していることを意味する。この残業手当加算給などが，賃金合
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計の中に占める割合を，H会社の特定の個人の賃金明細書によって示せば次のごとくであ

るQ

A氏賃金明細書よ　り　（42年8月分）

A　固　定　給
　　ノ査　　フISC　糸合　（実｛重ヵ200日寺＞　　18，2001」一J

　　　　　　　（時給91円）

B

c

　家族手当

　　計
加　算：　給

　早出残業（103時）

　深夜残業（65時）

　歩合手当

　皆勤手当

　通勤手当
　歩合加算給

　　言1’

賃金合計

　200
18，　400

12．360

］．，　5C）O

　K，　OO

］，ooo

　r）oo

　353
18，　273

36，673

D　控　除　額

　　健　　　保

　　厚生年金
　　失　　　保

　　市　民　税

　　生命保険
　　団体加入金

　　　　計

E　手取金額

F　賃金合計中に占める

　加算給の割合

　　　1？，
　　　　一一　49．　5％
　　　c

975円
82Jr

256

490

858

3，　404

33，　26ti

　A氏は満35才，家族は妻及び子供1人（男］．0才）。運転者として経験12年，Hハイヤー勤続

6年というベテランである。恐らくこの業界では，その勤務時間（368時間）勤務年数（6年）

からみて，その会社に忠誠をつくしている人と思われるが，その賃金合計は，時給91円

（42年度）というかなり，高い基準単価にありながら，36，673円という低い金額である。そ

して，残業給，深夜手当，皆勤手当その疲労繊奨励金と思われるものを合計すると，17，773円

に達し，これは賃金合計の50％に当る。会社がいかに労働力を有効に利用しようとしている

かの配慮がうかがえる。この計算によれぽ，固定給と思われるものは50％の］8，400円である

が，これとて計算単位は実働時間によるのであり，もし労働が暫時でも中断されることにな

れば，この固定給すら不払いになるわけであり，運転者の生活は極めて不安定な状態にあ

る。労働力が商品として1ヨ々売買されることの，まさに典型的事例である。

5

　いままで述べてきた勤務体系と賃金協定についての考察は，労働力は商品であり，価値で

あるという前提に立ってのことであった。そして，労働力が商品であり価値であるかぎり，

その価値を最大限に発揮することは，経済体制のいかんを問わず，経済の原則であるという

ことであった。それゆえ，こXであらためて上表の調査結果を理解するために，労働力が商

品であることについて，さらに今日の資本主義体箒1の中で経済主義がいかなる意味と役割を

もつものであるかについて，若干ふれておかなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　労働力が商品であるという主張に対しては，全く反対の主張もある。その趣旨は，労働力

は人間から切りはなしては存在することができないから，労働力を売買するということは人

間自身の売買をも意味する。しかしこのことは，奴隷社会ならともかく，民主主義の社会で

は到底容認することはできない。それゆえ，労働力は売買の対象にはならないし，したがっ
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て商品となることもできないというにあるらしい。しかしながら，資本主義は労働力の商品

化を最大の条件として成立し，またそれによってのみ発達してきたものである。このこと

は，各国の資本主義の成立と発展の歴史が明らかに立証していることで，いわば社会的に承

認された事実である。それゆえ労働力はつねに1個の商品として資本に提供されているもの

とみて差支えない。そして商品であるかぎり，一般商品と同様経済原則にしたがって，その

価値の節約乃至燃焼に最大の工夫と創意が加えられるのは当然である。問題は，資本主義の

仕組みのなかで，労働力という商品がどのような思想あるいは精神のもとで消費されるかと

いうことである。すなわち，資本主義精神と商品の関係である。

　資本主義精神については，古来いろいろの主張が論じられているが，今日その代表的なも

のは，勤労，禁欲規律を内容とした合理主義精神である。これはかの著名なマックスウェ

ーバーの資本主義精神に源流を発しているとみてよい。マックスウエーバーは，資本主義の

精神を単なる貨幣の追求や享楽主義に帰することなく，むしろ職業労働に徹し，それがため

に肉体的快楽を犠牲にする禁欲精神を厳しく追求している。そしてこの精神の最重要の源泉

を，かの宗教改革の精神，就中カルヴィニズムの精神に求めるのであるが，それが中陣の中

産階級の中にくい込み，かくして当時のイギリス清教徒達の生活は，一方においては，異常

な職業労働への熱意となり，他方では禁欲的，宗教的，倫理的な活動精神とな・，てあらわれ
　　　　　　
るのである。これが，近代資本主義精神に対するマックスウエーバーのとらえかたとみてよ

いであろう。つまり，近代資本主義精神は，宗教性，倫理性によって固められた禁欲，勤

労，規律の活動精神である。しかしながら，このような資本主義精神はt19世紀後半以後，

功利主義を内抱した自由主義思想の勃興により，はげしい経済的自由競争が展開されるに及

んで，経済競争に打勝つためには，経済活動の徹底した合理化をはからねぽならず，人聞の

生活活動をも，そのためには非人間的，即物的方向へと追いやることになった。すなわち，

資本主義精神は，そのはじめは，禁欲的プロテスタンティズムの倫埋から派生した一種の倫

理酌性格をもった勤倹禁欲の活動精神だったものが19世紀後半以後は，はげしい自由競争に

よる経済生活の合理化の中で，価値増進，資本増大のための経済的合理化精神に転化するの

である。これが資本主義の堕落といわれるゆえんであるが，いずれにしても，資本主義を一

貫して流れるものは，徹底的合理主義精神であり，すべて価値あるものは，その価値の一・片

たりとも無駄にしないという峻烈な勤倹，禁欲，活動の精神であることにはかわりない。今

日の資本主義が，資本主義であるかぎり，この精神を排除することは，もちろんできないこ

とである。

　今日，異常な発展をとげた日本の経済状況の中で，労働条件の近代化，労使関係の近代化

もまたいちじるしくすすんだといわれるが，それは近代化という美しいヴェールをまとうだ

けであって，中味は，商品の価値，就中，労働力という商品の価疸をいかにして最大限に発

揮せしめるかの創意と工夫が，すなわち，資本主義的合理主義精神が，労働条件推移の過程

に深く沈潜し，かつその奥底でつねにうごめいているといって差支えない。2っのハイヤー

会社の労働協約の中には，この資本主義精神が，実に素朴な姿で，しかも力強く表現され

ているのである。
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Summary

On the Economic Principle and the Value of Labour Force

Shiuji UEKI

   The economic principle is a fundamental rule of the management and the 

enterprise and means to achieve a maximum of efficiency at a minimum of 

cost. Accordingly, it thoroughly uses the value of factor of labour and produces 

its more value, too. 

   Then, the most important thing in the factor of production is the labour 

force and how to use of it decides the result of  the  management. This copy 

is the result of investigation by the wage and the time of labour as to how 

the use of the factor of labour is in the taxi company among the local small 

enterprises.


